
１１１１　　　　客観指標評価客観指標評価客観指標評価客観指標評価

1 12.6 a c

2 4,200 a a

ａ ｂ

2002

2003

2004

2005

（5施策平均）

歩行者と共存可能な自転車利用の促進（1指標）

地下鉄の魅力向上とまちづくりへのさらなる活用（1指標）

歩いて楽しいくらしを大切にするライフスタイルへの転換（「スローライフ京都」大
作戦）（1指標）

歩く魅力を最大限に味わえるような歩行者優先のまちづくり（1指標）

5 地下鉄，市バスは，市民生活に役立っている。

まちなかや観光地において，自動車による渋滞が減っている。

京都での移動には，公共交通が便利である。

歩いてこそ魅力を満喫できるまちとなっている。

c

a a

ａａａａ ａａａａ

2

4

c

ａａａａ

歩歩歩歩くまちくまちくまちくまち

共管局共管局共管局共管局

c1

評価評価評価評価

28年度28年度28年度28年度 29年度29年度29年度29年度

6.3公共交通機関について残念と評価した割合（％）

政策番号政策番号政策番号政策番号 20202020 政策分野政策分野政策分野政策分野

京都では，過度な自動車利用を控え，歩くことを中心としたライフスタイル（くらし方，生き
方）が大切にされている。

２２２２－－－－１１１１　　　　市民生活実感評価市民生活実感評価市民生活実感評価市民生活実感評価

番号番号番号番号 設問設問設問設問

担当局担当局担当局担当局

政策政策政策政策のののの評価評価評価評価

政策政策政策政策のののの客観指標評価客観指標評価客観指標評価客観指標評価

政策政策政策政策にににに関係関係関係関係するするするする
主主主主なななな分野別計画等分野別計画等分野別計画等分野別計画等

「歩くまち・京都」総合交通戦略
京都市高速鉄道事業経営健全化計画
京都・新自転車計画

基本方針基本方針基本方針基本方針

c

b

a

6 駐輪場の整備や自転車の利用マナーの向上により，自転車と歩行者が共存できている。 c

政策政策政策政策のののの市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価 ｂｂｂｂ

3

d d

b

b

２２２２－－－－２２２２　　　　政策政策政策政策のののの重要度重要度重要度重要度（（（（２７２７２７２７政策政策政策政策におけるにおけるにおけるにおける市民市民市民市民のののの重要度重要度重要度重要度））））
28年度 29年度

ｂｂｂｂｂｂｂｂ

c

a aa

　市民，事業者，行政が一体となって「歩いて楽しいまちづくり」を推進することにより，クル
マを重視したまちとくらしを，京都にふさわしい「歩く」ことを中心としたまちとくらしに力強
く転換していく。

84.5% b

建設局，交通局

評価評価評価評価達成度達成度達成度達成度

30年度評価30年度評価30年度評価30年度評価

都市計画局

目標値目標値目標値目標値最新値最新値最新値最新値

23年度23年度23年度23年度
評価値評価値評価値評価値

32年度32年度32年度32年度
目標値目標値目標値目標値 前回値前回値前回値前回値

28282828
年年年年
度度度度

29292929
年年年年
度度度度

12.3 9.7 8.4

30年度

順位 ％ 順位 ％ 順位 ％

22 71.9% 20 76.1% 20 77.8%

a

30年度30年度30年度30年度

評価評価評価評価

b

a

b

b

28年度28年度28年度28年度 29年度29年度29年度29年度

ａａａａ

a

b

b

142.2%436252337放置自転車台数（台） 0

2001 世界トップレベルの使いやすさをめざした公共交通の再編強化（1指標）

施策名施策名施策名施策名

施策施策施策施策のののの客観指標評価客観指標評価客観指標評価客観指標評価

施策番号施策番号施策番号施策番号

a

d

b

30年度30年度30年度30年度

ａａａａ

ａａａａ ａａａａ

28年度28年度28年度28年度 29年度29年度29年度29年度 30年度30年度30年度30年度

a

a

政策政策政策政策のののの客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価
（政策の客観指標評価：施策の客観指標評価＝1：0.5）

-

a

-

a



３３３３　　　　総合評価総合評価総合評価総合評価

☑

☑

＜＜＜＜このこのこのこの政策政策政策政策をををを構成構成構成構成するするするする施策施策施策施策とそのとそのとそのとその総合評価総合評価総合評価総合評価（（（（客観指標評価客観指標評価客観指標評価客観指標評価＋＋＋＋市民生活実感評価市民生活実感評価市民生活実感評価市民生活実感評価）＞）＞）＞）＞

＜＜＜＜今後今後今後今後のののの方向性方向性方向性方向性＞＞＞＞

③歩いて楽しいくらしを大切にするライフスタイルへの転換
・ライフスタイルの転換をひとりひとりに促すため，「スローライフ京都」大作戦（プロジェクト）を継続して推
進し，自らの行動を振り返り，行動をどのように変えるかを考えるきっかけとなる機会や情報を，様々な媒
体を活用しながら，家庭，学校，職場や観光客などに提供することにより，市民，観光客と一体となって
過度な自動車利用を抑制する。

④地下鉄の魅力向上とまちづくりへのさらなる活用
・今後も引き続き，地下鉄・市バス両事業の経営の安定化を図るとともに，新たな目標として掲げている
「地下鉄・市バスお客様１日８０万人」に向けて，まちづくりの重要な担い手である民間団体と，本市の関
係局区が参画する「チーム『電車・バスに乗るっ』」により民間の鉄道やバスも含めた公共交通を活用した
取組を実践することで「歩くまち・京都」や「健康長寿のまち・京都」の更なる推進に寄与していく。

⑤歩行者と共存可能な自転車利用の促進
・市内の鉄道駅周辺において，「民間自転車等駐車場整備助成制度」の活用等により，更なる駐輪施設
の整備を目指す。
・自転車と歩行者の共存が課題となっていることから，上記施設整備と合わせ，自転車走行環境の整備
や自転車利用者のルール・マナーの啓発の推進により，危険な自転車利用や放置自転車を減少させ，
安心・安全で快適な歩行空間の確保を目指す。

①世界トップレベルの使いやすさをめざした公共交通の再編強化
・バリアフリー化を推進し，公共交通の利用を促進するため，平成30年度は新たに桃山駅（ＪＲ西日本）の
バリアフリー化整備や京都駅（在来線の一部ホーム）の可動式ホーム柵の整備に着手する。
・併せて，鳥羽街道駅（京阪）のバリアフリー化を図るため，同駅が含まれる東福寺地区の「基本構想」改
訂のための連絡会議を開催し，地域住民や利用者団体等を交えて検討する。
・また，交通事業者等と連携し，公共交通の利便性を向上させる施策や，ネットワークの構築等を実施
し，京都に住まい，また京都を訪れる全ての人が安心・安全，快適・便利に利用できる公共交通を構築
する。

②歩く魅力を最大限に味わえるような歩行者優先のまちづくり
・まちなかや観光地における自動車渋滞の解消を目指し，パークアンドライドの利用促進をはじめ，自動
車利用の抑制策を推進するなど，人と公共交通優先の「歩くまち・京都」の実現に向けて，都市計画をは
じめ，環境，福祉，教育，景観，産業などの幅広い分野の政策と融合した取組を進める。

【【【【客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価】】】】

ｂ評価以上であり，施策の効果が市民の実感に表れている。

ｃ評価以下であり，次の原因が考えられる。

ｂ評価以上であり，施策の効果が客観指標に表れている。

施策番号

2001 BＢ

28

B

29

2005

歩いて楽しいくらしを大切にするライフスタイルへの転換（「スローライフ京都」大作戦）

歩行者と共存可能な自転車利用の促進

ＢＢＢＢ

2002

総合評価

今後今後今後今後のののの方向性方向性方向性方向性のののの検討検討検討検討

B

30

BＢ

29年度 Ｂ

□ ｃ評価以下であり，次の原因が考えられる。

政策の目的がかなり達成されている

28年度 Ｂ
・政策の客観指標総合評価がa評価，市民生活実感調査総合評価がｂ評価であるが，この政策を
構成する施策では総合評価の大半がB評価であり，市民の実感にc，d評価が含まれるため，総合
評価はB評価とした。
・地下鉄・市バス等の公共交通の利便性向上により利用者数が増加していること，及び，総合評
価が５年連続B評価であることから，「歩くまち・京都」の取組は一定浸透していると考える。

【【【【市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価】】】】

C

B

A

施策名

2004

2003

歩く魅力を最大限に味わえるような歩行者優先のまちづくり

世界トップレベルの使いやすさをめざした公共交通の再編強化

地下鉄の魅力向上とまちづくりへのさらなる活用

□

【【【【総括総括総括総括】】】】

B

C B

A

B

A



１１１１　　　　指標指標指標指標のののの説明説明説明説明

２２２２　　　　指標指標指標指標のののの意味意味意味意味 ３３３３　　　　算出方法算出方法算出方法算出方法・・・・出典等出典等出典等出典等

４４４４　　　　数値数値数値数値

達成度

数値 84.5%

数値 目標年次 達成度

数値 6.3% 32年度 46.0%

５５５５　　　　評価基準評価基準評価基準評価基準 ６ ６ ６ ６ 基準説明基準説明基準説明基準説明 ７ ７ ７ ７ 評価結果評価結果評価結果評価結果

28 29 30303030

a c bbbb

１１１１　　　　指標指標指標指標のののの説明説明説明説明

２２２２　　　　指標指標指標指標のののの意味意味意味意味 ３３３３　　　　算出方法算出方法算出方法算出方法・・・・出典等出典等出典等出典等

４４４４　　　　数値数値数値数値

達成度

数値 142.2%

数値 目標年次 達成度

数値

５５５５　　　　評価基準評価基準評価基準評価基準 ６ ６ ６ ６ 基準説明基準説明基準説明基準説明 ７ ７ ７ ７ 評価結果評価結果評価結果評価結果

28 29 30303030

a a aaaa

単年度目標値の達成度が
ａ：100％以上
ｂ：80％以上100％未満
ｃ：60％以上80％未満
ｄ：40％以上60％未満
ｅ：40％未満

単年度目標値の達成度が100％以上の場合を
最高のａとし，以下20％刻みで設定した。

6.3

根拠

12.6
10年後（平成32年度）の
目標値（％）

最新数値

8.4

推移

根拠

根拠

中長期目標

担当部室

放置自転車台数放置自転車台数放置自転車台数放置自転車台数（（（（台台台台））））

平成24年度評価値

２２２２２２２２２２２２－－－－３４８３３４８３３４８３３４８３

平成32年度目標値

単年度目標値

12.3

連絡先

2.6％減

担当部室

29年度28年度 数値

現況値(平成23年度)から半減

観光客へのアンケートで公共交通機関について「残念」と回答した割合（日本人）

歩くまち京都推進室

出典：京都観光総合調査

前回数値

9.7
平成23年度数値（12.6％）より毎
年0.7％減少

28年度 29年度

0
平成32年度までに放置自転車台数を0台とする（当初の最終目標を達成
したため新たに設定）。

根拠平成23年度評価値平成32年度目標値10年後（平成32年度）の
目標値（％） 4,200

最新数値
根拠数値

推移
単年度目標値前回数値

「歩くまち・京都」の実現に向けた進捗状況を
示す指標

現況値（平成23年度）から半減

政策名政策名政策名政策名 20202020 歩歩歩歩くまちくまちくまちくまち

指標名指標名指標名指標名 公共交通機関公共交通機関公共交通機関公共交通機関についてについてについてについて残念残念残念残念とととと評価評価評価評価したしたしたした割合割合割合割合（％）（％）（％）（％）

自転車政策推進室

京都市内の鉄道駅周辺における放置自転車の台数

出典：事業担当課調べ

連絡先

指標名指標名指標名指標名

全国順位

本市の公共交通機関に対する観光客（日本人）
の残念度の割合を示す指標

２２２－３５６５

備考

全国順位

備考

337

中長期目標

単年度目標値に対する達成率
a：100％以上
b：90％～100％未満
c：80％～90％未満
d：70％～80％未満
e：70％未満

単年度目標値の達成度が100％以上の場合を
最高のａとし，以下10％刻みで設定した。

252 85台減 436
平成25年度の実績値(1,019台）から平成32年度目標
値（0台）まで均等に減少するものとして単年度目標
値を設定

根拠


